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ドに教会 を代表 して出席 した。パ レー ド

のテ ーマ として採 択 され たの は｢全 世 界

か ら訪れた 開拓者 を歓 迎 す る｣であ る。

24日 の早 朝,七 十 人 の レックス･D･

ビネガー長老 は ソル トレーク･タバナ クル

で 開かれ た第55回｢1847年 時 代｣日 の 出

集会 に出 席 して基 調 説教 を行 った。｢わ

た した ちは周 りに先 人 たちの努 力 によっ

て もた らされ た 実 をはっ きりと見 る こと

がで きます。 彼 らは多 くの 国 々か ら勇気

と信 仰 をもって,荒 れ 果てた未 知の地 に

やって来 ました。 彼 らは ほか に類 を見 な

い決 意 と勇敢 さによって砂 漠 を征 服 し,

居 住 地 を築 き,新 しい生 活 を確 立 す る

ためにすべ ての持 ち物 をささげました。｣

ビネガー長老 は,ソ ル トレーク盆 地 が

世界 の国民 が行 き交 う偉 大 な地 となると
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語 った ブ リガム･ヤ ングの大 胆 な言葉 を

引 用 して いる。｢地 の 国 々の王,皇 帝,

身 分 の 高い 人,賢 人 たちが この 地 の わ

たした ちを訪れ ることで しょう。｣

｢これ らの約 束 は忠 実 な先 祖 の心 に希

望 の種 として植 え付 けられ,預 言の成 就
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として現在 わた したちが刈 り取 っている

のです｣と ビネガー長 老 は語った。｢わ た

した ちはまさし く,あ らゆる国民 を友 と

し,彼 らが行 き交 う地 としました。 来年

は,あ らゆ る国民 の旗 として築 かれ たわ

た したちの美 しい 町に全 世 界 の人 々を迎

えることにな ります(イ ザ ヤ5:26参 照)。｣

ユ タ州 知事 マイケ ル･レ ビッ ト氏 も世

界 の 人々を歓迎 す ると語 った。｢1847年

時代｣委 員会 の昼食 会 で壇上 に立 った同

知事 は間 もな くソル トレー ク･シテ ィーに

到着 す る聖火 につ いて,｢そ れ はこの盆
あかし

地に到着 した 開拓者 をたたえる証 となる

ことで しょう｣と述 べ た。レビソト知事 は,

ユ50年以上 の昔 に開拓 者 たちが築 き上 げ

た近 代都 市 に聖火 が 入 場 す る光 景 を全

世界 の約36億 の 人 々が 目にす るで あろ

うと述べ て いる。2002年2月 にオ リンピ

ソクが 開幕 す るとき,｢わ た した ち全 員が

開拓 者 をた たえる精 神 がみ なぎることを

祈 念 してい る｣と語 った。□

月14日,大 管 長 会 の トー マ ス･S･モ

7 ンソン第 一副 管長 は,ド イッの ドレス

デンステークセンター に おいて,カ ール･

G･メ ーザー を記念 す る像 を奉 献 した。

｢カール･G･メ ーザーの才 能 を,一 国,

一 大 陸に とどめてお くことは不 可 能で し

た 。｣ドイッ･ザ クセ ン州 で初 め ての改 宗
こんにち

者 で あ り,後 に,今 日のブ リガ ム･ヤ ン

グ大 学 の前 身であ るブ リガム･ヤ ング･ア

カデ ミーの 第2代 学 長 となった この男 性

奉献式にて トーマスS

八イロンPヒ ューズ部長(左)
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員 の 職か ら先 日解 任 され たL･ア ルデ ィ

ン･ポー ター長 老 は語 っている。

｢これ は円熟 の しる しです｣と ポー ター

長老 は付 け加 える。｢世 界 中に力 強い神

権 者 と家族 がい るのです 。｣

ゴー ドン･B･ヒ ンクレー大 管 長 は11997

年の総 大 会 における開会 の言 葉 の中で,

地域 幹 部 七 十 人 の召 しにつ いて紹 介 し

た。 預 言 者 は,こ の 時代 に地域 幹 部 と

して奉仕 す る｢忠 実 な兄 弟 た ち｣が 七 十

人 として聖 任 され,七 十 人会 長 会 が 管

理 す る定 員会 に所 属 す る と述 べ た。 地

域幹 部七 十 人は,報 酬 を受 けることな く

自分 たち の住 む地 域 で奉 仕 し,現 在 の

仕事 を続 け,か つ 自宅で生 活 する。

ヨーロ ッパ,ア フ リカ,ア ジア,オ ー

ス トラリア,そ して太 平 洋地域 に住 む地

域 幹 部七 十 人 は,七 十 人 第三 定 員会 会

員 に,メ キシコ,中 央 アメリカ,そ して

南 アメリカ在 住 の地 域 幹 部 七 十 人 は第

四定 員 会 の 会 員,そ して 合 衆 国 とカナ

鞠＼

､
鯵 麟･葺

爵峯

欝

縛1

瞬 翫爵

壷
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議
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､

態

　欝

.

譲 メ･
ベ ネ ズ エ ラ､カ ラ カ ス の 地 域 幹 部 七 十 人,

フ ラ ン シス]･G･ギ メ ネ ス 長 老 に あ い さ つ

を す る ゴー ドン･B･ヒ ン ク レー大 管 長 。

写真/ジ ェームズ･ス ウェンセン,『チャーチニューズ』

(oねソ【017八ノθ図〆s)の厚意により掲載。

鋸
警1

舞
襲

ダで生 活す る地 域 幹 部七 十 人 は第 五 定

員会 会員 にそれぞ れ召 され た。

｢地域 幹 部 は七十 人 として,啓 示 に定

め られ ている ところに従 い,福 音 を説 き

教 え,主 イエス･キ リス トの特 別 な証 人 と

なる召 しを受 け てい ます｣と 当 時 ヒンク

レー大 管 長は語 った(｢忠 実 かつ誠実 に｣

『聖徒 の道』1997年7月 号,4-6参 照)。

新た に召 された地域 幹部 七十 人 は,そ

れぞ れ の地 で 拡 大す る教 会 を組 織 し設

立 するために管 理運 営 の権 能 を授 け られ

た。割 り当て を受 けた場合,地 域 幹 部七

十人 はステーク大 会 を管 理 し,ス テーク

会 長会 を訓練 し,ス テークの新設 や再組

織 を行 い,ス テーク会 長会 を任 命 し,地

域 会 長会 で副会 長 として働 き,伝 道部 を

視 察 し,伝 道 部 長 を訓 練 し,そ の他 の

割 り当て られ た義務 を果 た してきた。

｢〔ヒ ンクレー大 管長 か ら〕与 えられ た

概 略はわた したちにとって進撃 命 令 とな

りました｣と ポーター長老 は語 ってい る。

中央幹 部 がこれ まで と同様 にステー ク

の組 織 や 再 組織 の大 半 を管 理す る一 方

で,地 域 幹 部七 十人 はその責務 の｢実 質

的 な｣分 担 を引 き受 け るとポ ー ター長 老

は語 っている。

8月 か ら,中 央 アメリカ地 域会 長 会 と

新 た に組 織 され た アイ ダホ地 域 会 長 会

は,す べ て地 域 幹 部 七十 人で構 成 され

ている。 地域 幹部 七十 人 のC･ス コット･

グロー長老 は,最 近 になって新 しい アイ

ダホ地域 を管 理す るよう召 された。 この

職 に就 くこ とにより,グ ロー長老 は,教

会 が 世 界 中 で確 固 た る地 盤 の上 に管 理
ま

運 営 され ている様 子 を 目の当た りにす る

ことがで きた。

｢わ た しは教 会 の至 る所 で見 られ る指
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日本･福 岡神殿 を訪 問中のゲー リー･松 田長老は,

現在地域幹部七十人として働 いている。松田長老 は

今年,ア ジア北 地域会長会第二副会長の

召 しを受けた。

写真/グ レッグ･ヒ ル,『チャーチニューズ』

(0わαro々1Vθws)の厚意により掲載。

導 の 奥 深 さと質 に深 く感 銘 を受 け まし

た｣と グロー長 老 は語 ってい る。 グ ロー

長 老 は北 アメリカ北西 地域 会 長会 でも働

いた経験 がある。
きっすい

生 粋 の ア イダホ 人 で ある グ ロー長 老

は,相 分 やそ の他 の地域 幹部 七 十 人 は

大 管 長 会 や十 二使 徒 定 員会,そ の 他 の

中央 幹部 か ら,個 人 的な指 導 と,助 言,

そ して養 いを受 けたと語 っている。 グロ

ー長老 は
,七 十 人の 中で働 くことにより,

援 助 と友 情 による慰め を受 けた と付 け加

えた。

ポーター長 老 は,七 十人 第 三定員 会,

第 四定 員 会,第 五 定 員 会,そ して それ

ぞ れの 定 員会 会員 の 成 長 を 目の当 た り

にして きた。｢人 々が チ ャ レンジ にど う

対 処す るか を見 るのは,.興 味 深 い 事柄

です｣と ポー ター長老 は語 って いる。｢彼

らは顕著 な働 きを行 っています 。｣□

『チャーチニューズ』(0 σ々rcんノVθWs)の厚意に

より,2001年7月21日 付けの記事より掲載。

呼びかけにこたえ,大西洋を渡って次々とシオンに到着した聖徒たち

デ ビッ ド･M･W･ピ カ ップ

か に筆紙 に尽 くし難 い苦 難 を数｢確
多 く受 け ましたが,… …結 局,

どの ような苦難 に対 して も,不 平 の言葉
ひとこと

は一 言 も聞 かれ ませ んで した。｣l

l840年7月22日,ジ ョン･ムー ンが ま

だイギ リス に残 っていた友 人 や家 族 にあ

てた手紙 に書 かれてい たのは,こ の よう

な言葉 だった。 これは,ジ ョンと41人 の

うち半 数以 上が ムーン家 の人 々で構成 さ

れてい た教 会 員の一行 が,ア メリカ大 陸

沿岸 に無事 に到着 して聞 もな く書い た手

紙か らの一節 であ る。

これがイギ リスか ら渡 った末 日聖徒 の

最初 の移民 団だった。｢ブ リタニ ア号｣の

旅 は特 に,荒 波 にもまれ る船 旅 を経 験 し

た ことのない質 素 な生活 を していた この

貧 しい人 々の 一行 に とって長 く,つ らい

もの だった。彼 らの多 くは改 宗 してまだ

問 もなかったが,そ の ような彼 らを待 ち
ほんろっ

受 けて いた の は,風 と波 に翻 弄 され る

44日 間の 船 旅 とい う試 練 だ った。 一 行

の指 導 者 だ ったジ ョン･ム ー ンは次 の よ

うに回顧 して いる。｢生 涯 を通 じて これ

ほ どの 一 日を経験 した こ とが なかった。
お う と

泣 き叫ぶ 者,嘔 吐 する者 がお り,つ ぼ,

鍋,缶 や箱 が縦 横 に転 が って いた 。荒
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レイ トンか らの 手紙,同 上 。

4.ト ーマ ス･ク エイ ル 自伝,同 上 。

5.ダ ン･ジ ョー ンズ,℃uidetoZion"。

6.ス ーザ ン･イ ー トン･ブ ラック,"iHavea

Quest[on∴ εηs4gη,1998年7月 号 。

デ ビッ ド･M･W･ピ カ ップば イング ラン ド･プ

レス トンス テーク,パ ーン グー ワー ドの会員 で

ある。 『チャーチニ ューズ』(0畑 昭わ1>θWS)の

厚意 により,2001年8月4日 付けの記事よ り

掲載 。

変化をもたらす教会員
ペルーの 会員,隣 人を助 ける

ジエー ソン･ス ウエンセン

マ周 辺 の教 会 員 は最 近,ペ ルーで

り起 きた地 震 の被 災 者 に,米,豆,

缶入 りミル ク,そ の ほか の必 需 品 など,

少 人 数の 家 族 が1週 間 過 ごせ る分 の 食

糧 を詰 めた箱 を贈 った。 しか し何 かが 欠

けてい た。

食 糧 の箱 を受 ける人 々は,ア ンデスの

国 の 町 々を破壊 した 一連 の地 震 の ため

に,物 心 両 面 で 打 撃 を受 けて いる。 米

や豆 は地 震 の被 災者 の飢 えを満たす が,

日々苦 悩 の中にい る彼 らに,.ほ んの一瞬

で も明 るい気 持 ちになって もらうため に

は,何 が必 要なのだろ うか。

ペ ルー･リ マ･マ ランガステー クのセザ

ール･フ ッカー第二 副 会 長 は
,次 の よう

に述べ た。｢わ た した ちの ステークには,

食 料 品の プ レゼ ントを受 ける人 々は,必

需品 のほかにお菓子 が少 し入 ρていた ら

喜ぶ ので はないか と考 える子 どもたちが

い ました。｣そこで子 どもたちは食 糧 の箱

の 中にお菓子 を1,2個 含 めた。喜 んで も

蝋
蕪

耀
､

爺
竃桑

鍵
.

畢

鑓

.

､

{

義

蓼

､

らえると思 ったので ある。

また,大 半 のプ レゼ ン ト箱 の中 には,

末 日聖 徒 の子 どもた ちか らのメッセー ジ

が,そ して 『リアホナ』,モ ルモ ン書 も含

め られた。 それ ぞれ の箱 の底 には｢末 日

聖 徒 イエス･キ リス ト教 会か らの贈 り物｣

とい う簡 単 なメッセージが 書かれていた。

6月23日,ペ ルー南 部 を襲 ったマ グニ

チュー ド8.1の 地震 後,時 を移 さず,教

会 の福 祉 事 業 部 と南 ア メリカ西 地 域 会

長会 は,被 災 者 に援 助 の 手 を差 し伸 べ

た。大 きな余 震 も続 く中で ある。

リマ は 地震 の被 害 を免 れ た。 それ で

も教会 員 は,ア レキパ,モ セ クア,タ ル

カなどの町々で 同国人 が被 害に遭 った こ

とで,恐 怖 を感 じていた。

ペルー の教 会福 祉 局員 の ジ ョー ジ･ホ

イー ラー長老 は次 のように述 べ た。｢わ

たしは リマ のス テーク会長 な どか ら,会

員 が衣 料 品 や食 糧 の提 供 を 申 し出てい

るとの 電話 を受 け る ように な りました。

そこで わたしは組織 的 な援 助活 動 を築 く

ことを提 案 したのです 。｣

ー
婦
.

樋霧

南ア フ リカ,ロ クス トンの学校 の生徒たちは,地 元の教会 員によD

提供 された土地の 自分たちの 区画 で,自 分たちの食糧 を育てている。

写真/ア プリ力南東地域会長会の厚意により掲載。

リマ にあ る33の ステー

クの 地 元 指 導 者 ら は,

食糧 の箱3,000個 を地 震

の 被 災 地 に届 け る 目標

を定 めた。会 員 たちは求

められ た食糧 の 品々を地

元 のステー クや地 区 のセ

ンター に持 ち寄 り,箱 に

詰 め た 。 そ の 後 箱 は,

地 震 の被 災 者 援 助 を受

け持 つ 国 の 機 関,ペ ル

ー の市 民防 衛 局 に 運 ば

れた。

ホ イー ラー長老 は,彼

をは じめ とす る指 導者 は

当初,各 ステークに期 待

していた寄 付 はそれぞれ

リアホナ/2001年12月 号

6

10箱 程 度 で あ った と述 べ た。 しか し間

もな くステー ク会 長 た ちか ら,も っと空

箱 を用意 す るように求め られ た。 ホイー

ラー長 老 は この ように話 して いる。｢今

後,空 箱 をさらに500個 購 入 す る必 要が

あるか もしれませ ん。｣

『チャーチニューズ』(0加roわ～θwε)の厚意に

より,2001年7月21日 付けの記事より掲載。

南アフリカにおける｢天 からの祝福｣,

菜園プロジェクト

アフリカ中部の小さな町ロクスト

南 。の菜園プ。ジ。,,は,野 菜以

上の収 穫 をもた らした。地 元 の子 どもた

ちは,教 会 員の ある家 族 より提供 された

土 地 の一 画 で,自 らの野 菜 を育 てて 学

費 を稼 ぎ,家 族 が食 を得 られるよう助 け

ることがで きたのであ る。

｢子 どもたちが 野菜 を 自分 と家 族 のた

めに育 て,ま た 自給 は利益 をもた らす こ

とを学 んで責任 感 を身 に付 けてい ること

が,こ の企 画が もたらした利 点です｣と,

アフリカ南東 地域 広報 宣 教師 として妻の

キャロリン･ジ ェンセ ン姉妹 とともに奉 仕

しているジェラル ド･W･ジ ェンセ ン長老

は述 べ て い る。｢彼 らは 末 日聖 徒 イエ

ス･キ リス ト教 会 につい ての知識 〔も得 て

います 。〕｣

この企 画 はロクス トンに住 む教会 員ロ

ン･ロ ビ ンス兄 弟 とバ ーバ ラ姉 妹の 夫妻

に より着手 された。最 寄 りの末 日聖徒 の

支 部 まで300マ イル(約480キ ロ)以 上 も

離 れてい るこの 地で は,教 会 の集 会 は,

活発 会 員 の ロデ ィー･フ レイザ ー家 族 の

自宅 で 開 かれ て い る。 最 近,ロ ビ ンス

夫 妻 は,ヨ ハネズ ブル グよりこの地 を訪

問 してい た会 員 バ リー･ジ ェー コブ ス兄

弟 とジー ン･ジ ェー コブ ス姉妹 の夫 妻 と

話 をする機会 が あった。 この2組 の 夫婦

は,学 校 の生 徒 た ちが 置 かれ て い る厳

しい状 況 につ いて 話 し合 った 。生 徒 た

ちのほ とん どは,空 腹 のまま登校 してい

るのである。

ロビンス夫 妻 は,子 どもた ちの通 う学

校 の近 くにL6ヘ クタールの 土 地 を所 有

してい る。 そ の土 地 に は貯水 槽 の ある

井戸 が 二 つ あ ったが,貯 水 槽 に水 を く

み上 げる動 力 がなかった。夫 妻 は,も し

電力 と必 要 な水 を供 給 するためのポ ンプ

､
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成 の人 道 的 奉 仕 遠 征 旅 行 に参 加 した。

｢エンゲ ージ･ナ ウ財 団｣(EngageNow

Foundation,ソ ル トレー ク･シ テ ィー に

ある非営 利の人 道 的奉仕 団体)の 後援 を

受 ける このグル ープに参 加 したのは,ユ

タ州 スプ リングビル,ス プリングクリーク

南 ステーク,ス プリングクリー ク第9ワ ー

ドのア レックス･フ ェンス ターメーカー兄

弟 とイーグルスカウ トプ ロジェク トの コー

デ ィネー ターで あるユ タ州ハ ーバ ー･シ

ティー,ハ ーバ ー第1ワ ー ドのブライア ン･

アンダーソン兄 弟 で ある。 アレックス兄

弟 は,カ ーサ エララに近 い デバ ッドバ 川

に設 置 され たポ ンプ重 力 移 動 給 水 装 置

の組 み立 てを指 導 し,ブ ライアン兄弟 は

視 力 障害 を持 つ 人 々のた めに32キ ロ分

にもおよぶ眼 鏡 レンズを提 供 した。

｢だれ もが レンズ を欲 しが りま した｣と

ブライアンは後 に述 べ た。｢眼 鏡が 一 人

一 人 の 目にきちん と合 ったと思 われ るま

で,次 か ら次 に試 着 させ ました。 唯 一

の問 題 は,十 分 な数 の 眼鏡 が なか った

とい うことで す。｣

ア レックス はエ チオピアへ旅 立 つに先

ん じて,裏 庭 にポ ンプ装 置 の見 本 を作

った。この装置 は,川 の流 れに よって生

じる電 力 によって稼 働 し,部 品の 中にろ

過 器 と貯 水 タンクが あ る。給 水装 置のお

かげで,蓄 水 に3時 間以 上かか ってい た

のが,1時 間で 済 む ように なった。(村

の女 性 たち は以前 は水 を得 るた めに毎

日デバ ッドバ川 までの往復 の道の りを歩

かねば ならなか った。)この給 水装 置 は飲

料 水 か ら発 症 す る病 気 が 原 因 で亡 くな

る乳 児 の死 亡 率 を50パ ーセ ン トか ら75

パーセ ントも減 少 させ る可 能性 を秘 めて

いる。□

『チャーチニューズ』(0加roわ1Vθws)の厚意に

より,2001年8月4日 付けの記事より掲載。

｢分かち合いの時間のためのアイデア｣追 加分2001年12月

幽以 下 は,初 等 協 会 の指 導 者 が

『リアホナ』2001年12月 号 に掲

載 の｢分 かち合 いの時 間｣と ともに使用 で

きる｢分 か ち合 いの時 間の ための アイデ

ァ｣追 加 分 で ある。 これ らの アイデ アに

対 応 す るレッス ン,指 示,活 動 は本 号

｢フ レンド｣4,5ペ ー ジ｢何 とうれ しい 日

で しょう｣を参 照す る。

1.｢ク リスマスの歌 でお話｣を 準 備す る

ことで,子 どもたちが イエスの 降誕 と再

臨 に関 する預 言 を幾 つか見 つ けられ るよ

う助 ける。 『福 音 の視 覚 資 料セ ット』(以

下 『視覚 セッ ト』)から救 い主 の 降誕 と再

臨 の絵 を用 いる。 各絵 の裏 面 に,そ の

出 来事 の簡 単 な説 明,そ の出 来 事 を預

言 した預 言 者 の名 前,そ の預 言 が 書 か

れ ている聖句 をはってお く。絵 を高 く掲

げ る子 どもとナ レーシ ョンを務 め る子 ど

もを選 ぶ。 それぞれ の絵 に適 した歌 を歌

う。例:

●『視 覚 セット』201ニ ー ファイ 救

い 主 の母 は ナザ レ出 身 で ある。(1

ニー ファイ11:13,20-21)

●『視 覚 セ ット』200ニ ー ファイ そ

の 御 方 の名 前 は イエ ス･キ リス トと

言 われる。(2ニ ー ファイ25:19)

●｢視覚 セッ ト』203レ ーマ ン人サ ム

エ ルー 大 い なる光 と新 しい星 が 現

れ る。(ヒ ラマ ン14:2-5)

●｢視覚セ ット』240イ ザヤ その御

方 は天 の御 父の御 子 であ られ る。｣

(イザ ヤ9:6)･

●『視覚 セ ット』238マ タイ｢イエ ス･

キ リス トは再 び 来 られ る。｣(マタイ

16:27)

2.一 人 の 子 ど もにベ ツレヘ ムでの救

い主 誕 生 の物 語 を話 させ る。イエス･キ

リス トがつ つ ましくお 生 まれ になった こ

とを強調 し,そ れ にまつ わ る歌 を歌 う。

そ の状 況 と,キ リス トが再 臨 され る時に

起 こると預 言 者 が述べ て きた ことを対 比

す る。再 臨に関す る聖 句 を子 ど もた ちに

調 べ させ る。事 前 に各 聖句 の要 点 につ

い て記 した紙 を用 意 す る。(例 イザ

ヤ65:25地 に平和 が 訪 れ る。 マ タイ

16:27天 使 たちもイエス とともに来 る。

マ タイ24:30イ エスは栄 光の雲 に乗 っ

て来 られ る。マ タイ24』:36一 主の来 られ

る 日を知 る者 はいない。1テ サ ロニケ4:

16一 主 はラッパ の鳴 り響 くうちに天か ら

下 られ る。 教義 と聖約76:108一 イエス

は地 を訪 れ,わ た した ちの王 となられる。

教 義 と聖 約133:25主 はその民 の ただ

中に立 ち,治 め られる。)救い主の絵 をは

り,子 どもたちが 聖句 を見 つ けた ら,そ

の絵 の下 に聖 句 を記 した紙 をは らせ る。

キ リス トが つつ ましくお 生 まれ になった

ことと,後 に再 臨 され る時 の栄光 との違

いを子 どもたちが 理解 で きるよう助ける。

10人 のお とめ のた とえ につ いて 話 す

(マ タイ25:1-13)。 レッス ンの前 に,

聖 書 に登 場 す る 明か りの絵 を厚 紙 には

る。 後 で明か りに紙 を入 れ ることがで き

るように,上 部 は開 けてお く(｢わたしは,

イエ ス さまの さい りんを しん じます｣『聖

の道 』1995年9月 号,こ どものペ ー ジ,

10-11参 照)。5人 の賢 いお とめが花 婿

の到着 に備 えていた ように,わ た した ち

は救 い 主の再 臨 に備 え られることを説 明

す る。子 どもたちに 自分 の明 か りを油 で

満 た し,救 い 主 が再 び来 られ る時 に備

えるため,今 自分 にで きることを書 かせ

る。そ して子 どもたち一人 一人 に,書 い

た紙 を明 か りに入 れさせ る。救 い主の再

臨 に備 えるた めに行 うこ とは,わ た した

ちの生 活 をより幸 福 な ものとし,い つ か

天の御 父 と暮 らす ため にわた したちを備
あかし

える もの で あ る ことを 証 す る。

3.そ の ほ か の 参 考 資 料;｢レ ー マ ン 人

サ ム エ ル,イ エ ス･キ リス トに つ い て 話

す｣『 聖 徒 の 道 』1996年6月 号,こ ど もの

ペ ー ジ,14-16;｢キ リス トの た ん じ ょう

の し る し｣『 聖 徒 の 道 』1996年8月 号,こ

ど も の ペ ー ジ,2-4;｢イ エ ス･キ リス ト

の た ん じ ょ うを あ か しす る よげ ん し ゃた

ち｣『 聖 徒 の 道 』1997年12月 号,こ ど も

の ペ ー ジ,8-9;｢か み は よげ ん し ゃ に

語 ら れ る｣『 聖 徒 の 道 』1998年2月 号,こ

どもの ペ ー ジ,4;｢イ エ ス･キ リス トを あ

か しす る 人 た ち｣『 リア ホ ナ 』1999年6月

号,フ レ ン ド,14-9;｢し ゅの 来 られ る

時｣『 リア ホ ナ 』1999年12月 号,フ レ ン ド,

12-13□

ζ
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父 親か母 親 をしば し独 占して過 ごすこと

が で きるので ある。 親 は常 に平等 に接 し

て いて も,子 どもたち にとっては時 に親

を独 占したいとい う押 さえ難 い欲求 があ

る。 その 思い を満 た してあげ ようと始 ま

ったこの 行事 は ことのほか 子 どもた ちに

好 評 で,も う5年 も続 い てい る。 ほか に

も夫婦 だけ で 出か け る 日な ど,家 庭 内

の イベ ン トは盛 りだ くさん。 最初 の3人

まで は大 変 だ った が,そ れ 以 降 は家 族

で 子 育て を楽 しめ るようになった,と 信

子 姉 妹 は述懐 す る。｢ど うせ や るなら楽

しく｣が姉妹 のモ ットーである。

教 えをそ のまま俸現 す ることの力

英 治兄 弟 は,長 年 の子 育 て の経 験 と

穏 やか な性 格 ゆえ,自 然 と子 どもたちに

対 す る愛 情が に じみ出 て くる。 しか し仕

事 を終 えて疲 れ切 った体 で も,気 を遣 っ

て笑顔 を絶 や さず優 しく接 す る｢努 力｣も

している。｢教 会 の指導 者 の勧 告 に従 っ

て善 い夫,善 い父 になることは とても大

変 なことです。努力 が必 要で す。しか し,

親 の姿 を見 て成長す る子 どもたちが,将

来 良 い家 庭 を築 くことを思 えば,勧 告 に

従 うよう努 力 す るの は大切 な ことです。｣

英 治 兄弟 は｢善 い夫,善 い父｣に 真 正 面

から本気 で取 り組 んでいるのである。

そんな英治 兄弟 を信子 姉妹 は次の よう

に表現 す る。｢夫 は まるで初 等協 会 の子

どもの ようです 。子 どもはそれ ほ ど多 く

のことを理解 しませ ん。 た とえば大 人が

10を 理解 で きるところを,子 どもは二つ

しか理解 しない。 けれ ど子 どもは,そ の

二つ を しっか りと守 ろうとします 。 夫 は
おさなこ

そんな幼子 の ように,主 の教 えや指 導者

の勧 告 に対 して真正 直 に熱 心 に努力 する

人なんです 。理 屈 っぽ いところや,子 ど

もに原 則 を教 え込 もうといった ところは

あ りませ ん。けれ ど,一 緒 にいるだ けで,

とても自然 に,自 分 の過 ちを素 直に認 め

反省 させて くれるような雰 囲気 のあ る人

です 。｣会 社 か ら帰 って も夕飯 が で きて

いない とき,信 子姉 妹 の帰宅 が遅 くなっ

た とき,英 治兄 弟 は責 め るの とは正 反対

の愛情 あふれ る言葉 をかけて くる。

あ る とき,幼 い 弟が 姉 の大 切 な工 作

に穴 を開けた。 やっていない と強情 に言

い 張 るそ の子 に英 治 兄 弟 は｢そ うか1

して ないのか1お 父 さんは信 じるよ｣。

思わぬ 返事 に意外 な顔付 きの子 どもとし

ば らく優 しく話 し続 けた後,お もむろに

問い か ける。｢(う そをつか れた ら),お

父 さんは,ど んな気 持 ちになると思 う?｣

｢･･一 お こった気 持 ち,で しょ｣｢違 うよ,

お こった気持 ちじゃない よ,悲 しい気 持

ちだ よ｣途 端 に子 どもの 目か ら涙 が こぼ

れ落 ちた。｢お 父 さん,(ぼ くが)し たの･･

･･あ やまって くるU子 どもはは じか れた

ように駆 け出 したとい う。

子 どもの｢言 葉｣を 信 じるの では な く,

子 ど も自身 の 人格 を信 じる。 愛 の 原 則

をそ の まま体 現 した一 つ の行 い は10の

説教 よりも効 果 的だ。

アメリ力人の友人から贈られ

た 家族とペットの名前か書

かれた手製の壁掛け。｢み恵み

数えよ｣と 記された言葉は岸

家のモットーそのものた。

今度は新しい名前も加わる。

子どもを褒める,

しっかり見守る

●英 智(ひ てとも/長 男/17歳)

早朝セミナリーは｢1年 目は｣無 遅刻無欠席だ ったと誇る。

｢長男は大変ワ｣と 意見を求められるときに答えを見つ

ぜ禰 ～羅灘 繋騰

継 魏
岸 兄 弟 姉 妹 は子 ど もた ちが 自分 で 選

んだ 道 を尊 重 す る ように も心 が け てい

る。 その選 びに対 して,あ まり細 かい こ

とは言 わ ない。 そ れ ぞれ の 人格 を大 切

｢妻は教えることはとても

上手てすか 子ともを諭す

のはわたしの方か上手です

よ｣と 笑顔て言う。教会の

教えは家庭に欠かせないと

語る家族にとっては頼もし

く優しいお父さんだが 時

には｢最 近は亭主関Eヨにあ

こかれているんてすよ｣と

料理を作りながら一人つぶ

やくこともある。

レ

､

●

リアホナ/2001年12月 号

10

信子姉妹はこれまて エッセイや童話の作品て様々な賞を

受賞してきた。子育ての経験を生き生きと語る講演も好評。

この夏には これまて書きためた家族に関する 麟
ミ き サ

エ ッセイを集大成 し 念願の本 を出版 した。 ＼ 謬
。鋸騨
寧･
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ちは触 れに来 るが,信 子姉 妹 はまった く

嫌 な顔 を しない。

｢不動｣の 畢せ探 し

信 子 姉 妹 は母 親 として 次 の ように話

す。｢世 の中 には神 様 の教 え に反 す るこ

とが あふ れ てい ます 。10年 前 に不 道 徳

だ った ことが,今 は社 会 で受 け入れ られ

て普 通 になって い ます 。 現 在,不 道 徳

と言 われていることで も,10年 後 には社

会 に溶 け 込 んで しまうか もしれ ませ ん。

しか し,教 会 で教 えられ てい る標 準 は,

は っ きりとした物 差 しにな ってい ます 。

その物 差 しに従 っていれ ば間 違 うことは

あ りませ ん 。教 会 の 中 には,世 の 中 の

不 道 徳 に左右 され ない不 動の ものがあ り

ます。｣英治 兄弟 と信 子姉 妹 は｢教 会で福

音 を学 ば なければ子 どもたちを正 しく導

くことは不 可 能で した｣と 確 信 を込め て

語 る。

2001年11月1日 。岸 家 には10番 目の

子 どもとなる七男 が 誕生 した。そ して信

子 姉 妹が語 った ように,ど んな試 練 に遭

って も揺 るぎない心 を持 った子 どもに育
ふ ど う

ってほしい とい う願 いが込 められ｢不 動｣

君 と命 名 された。

｢幸福 って何 だ ろう?｣と 信 子姉 妹 は 自

作 のエ ッセイの 中で問 いか ける。

｢"健 康"か な?い や,違 う。 病気 や

身体 の不 自由 な人 が,み ん な不 幸 って

わけ じゃない。･

"お 金"?そ れ も違 う
。 どんなにお金

が あ った として も,幸 せ じゃない 人だ っ

て,た くさんいる。
"子 ども"?そ れ も違 う

。子 どもが い

な くても幸 福 に暮 らしてい る夫 婦 を,私

は何 組 も知 ってい る。

"仕 事"?い や違 う
。 仕 事 で成 功 し

た人 が幸 せ とは限 らない し,失 業 した人

が不 幸 とも限 らない。

じゃあ,幸 福 って?

『雨 の 日だ って楽 しい よ』と,言 えるこ

とか も知れ ない な。

環 境 に左 右 されず,状 況 に左 右 され

ず,ど ん な中か らも,楽 しさを見 つけだ

すカ …。｣(『子育 てってた のしいよ1』222)

一家 は今 どき珍 しい｢大 家 族｣と してメ

デ ィアに紹 介 される ことも多 い。 しか し
ひ

岸家 族が 人 々を惹 きつけるのは,た だ大

家族 であ るか らで はない。 どんな環境 や

状 況 にあ って も｢幸 せ 探 し｣が 上 手 で,

接す る人 を温 かい気 持 ちにさせ て くれる

家族 だか らだ。｢幸 せ 探 し｣は 福 音 の本

質 で もあ る。 不 道 徳 や不 安 に満 ちた 時

代 にあ って,そ れ に左 右 されず｢不 動｣

に幸 せ で あ り続 け る岸 家 族 の生 きざ ま

は,こ れ か らます ます世 の人 の 目に輝 い

て見 えることだ ろう。 □

･?

日本教
蟻終趨

日本のメ弛 アと末日聖徒

●明治5年G872年)3月29Elの 『東京

日日新聞』(発刊の系譜は後の毎 日新聞へと

つながる)の記念すべき創刊号第一面には,

｢米国塩湖 ヨリ朋友 二送ル｣と いう見出 しで

ソル トレーク市内の挿 し絵 とともに,岩 倉

使節 団か らの書簡 の抜粋 が掲載 されてい

る。記事中 には｢モ ルモン宗｣や｢開 宗の導

師ヨング｣(ヤ ング大管長)と い う表記 が見

られ,日 本国指導者から見た教会との出会

いや印象について報 じられている。その後,

日本のメディアで教会について報 じられる

ことは,明 治34年(1901年)3月 にヒー

バー･｣･グ ラン トと3人 の宣教 師が来 日す

るまで皆無に等 しかった。

●明治34年8月16日 の｢時 事新報』は｢モ
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